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紀伊丹生川流域環境調査
（鳥類調査）について



平成１２年度紀伊丹生川流域環境調査
（鳥類調査）について



調査目的について

既往の鳥類調査、希少猛禽類調査から事業区域内には、

クマタカが３つがい生息していると推定していることから、希
少猛禽類を対象に調査を実施しました。

平成１１年度までのデータでは、指標行動のデータが少
なく、行動データを個体識別するには至っていません。

平成１２年度、１３年度は、クマタカの行動圏の内部構造
（次項参照）を解析・把握するために、調査地点、調査期
間を拡大するとともに、「ダム事業におけるイヌワシ・クマ
タカの調査方法」を編集し、最新の知見を有する（財）ダム
水源地環境整備センターに調査を委託しました。



希少猛禽類の調査フロー

分布情報調査

内部構造の解析

生息分布調査

内部構造調査

およその生息状況を既存資料をもとに、
把握する。

また、植生図等を収集または、整理する。

生息状況の概略を現地調査により把握
して、内部構造調査計画を立案する。

事業と関連のあるつがいの行動圏の内
部構造を調査する。

内部構造を推定し、事業との関係を整
理する。

【内部構造】

ワシ・タカ類の場合、各種とも主要な行動圏はある程度決まっている。しかし、行動圏の中
を、均等に利用するわけではなく、例えば狩りを行う地域、主に巣をかまえ幼鳥を養育する
地域等の利用状況や、利用頻度の高い地域と低い地域といった差がある。このように、つ
がい単位の行動圏内の利用状況や利用頻度の高い地域と低い地域といった差がある。こ
のように、つがい単位の行動圏内の利用状況による空間の区分を内部構造と定義した。

「ダム事業におけるイヌワシ・クマタカの調査方法」より
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分布情報調査

事業が計画されている地域でのワシ・タカ類の生息の有

無や生息状況などの把握を目的とし実施します。

□文献等調査

過年度に実施した、鳥類調査、希少猛禽類調査結果、地
元で観察・研究を実施している有識者からの聞き取り調査
から、事業区域に３つがいのクマタカが生息していると推定
しています。

年度 調査内容

平成 2～8年度 定点調査（猛禽以外の鳥類調査含む）

平成 10～11年度（上期）営巣木のＶＴＲ撮影

平成 11年度（下期） 生息分布調査



生息分布調査(1)

□調査範囲の設定・観察定点の設定

１つがいあたり12～13km2の調査範囲を基本とし、最大
16地点の観察地点を設けています。

□視野図の整理

観察定点毎に、視野図をＧＩＳに
整理します。視野図を重ね合わせ、
調査範囲内が網羅されているか
確認するとともに、各観察地点の
視野図と飛翔図を重ね合わせ、整
合が図れているか確認を行います。

右図：地点別視野図の例



生息分布調査(2)

□調査時期と回数（平成１２年度調査）
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生息分布調査については、求愛期～造巣期にかけて２回程度実施するとされていま
す。内部構造調査については、各繁殖ステージ（求愛期、造巣期、抱卵期、巣内育雛
期、巣外育雛期・家族期）に１回以上の調査が必要とされています。

「ダム事業におけるイヌワシ・クマタカの調査方法」より



生息分布調査(3)

□調査日数・調査時間

クマタカは丸１日林内で動かないことがあるといわれて
いることから、１回の調査において最低でも３日（連続）
以上の調査が必要であるとされています。

また、クマタカの野外での観察において観察頻度が高
いのは、10時～15時までであることから、前後に1時間
を加えた9時～16時頃を中心に、必要に応じて早朝を加
えることとされています。

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

午後のみ 9～16時 9～16時 9～16時 9～13時半

以上のことから、１回あたりの調査を下記のように実施しました。



生息分布調査(4)

□調査方法

定点観察法により実施し、
観察には双眼鏡（倍率8～
10倍）および望遠鏡（倍率
20～60倍）を用い、調査票
に記載するとともに、飛翔
軌跡を記入します。

また、解析に用いられる
ようにＧＩＳ上に整理します。

右図：飛翔図の例



内部構造調査(1)

□調査方法

調査方法は、基本的に生息分布調査と同様であるため、
生息分布調査と兼ねて実施しています。クマタカの指標行動
に着目して整理を行います。

項　目 主要な行動指標

ディスプレイ Ｖ字飛行、波状飛行、つっかかり飛行、重なり飛行など

繁殖行動
雌の誇示止まり、交尾、巣の監視、巣材採集、巣材運び、
餌運び

防衛行動 直接攻撃や追い払い

幼鳥 巣立ち後の行動

補食・探餌行動 林等への飛び込み、空中での獲物の追跡など

指 標 行 動 の 例



内部構造調査(2)

□個体識別の例



データ量が十分な場合

行動圏の内部構造の解析

現地調査

観察条件の整理

観察結果の整理

図面の作成

データのチェック

内部構造の推定

デ
ー
タ
量
が
十
分
で
な
い
場
合

視野範囲、調査時間などの観察条件
の整理を行う。

基礎データとして、位置情報や観察内
容を整理する。

得られたデータから、内部構造の解析
に必要な図面を作成する。

得られたデータの質と量は十分かどう
かチェックし、必要に応じて現地調査を
追加する。

生息分布調査、内部構造調査

指標行動やその他の行動の記録状況
等を基に内部構造を推定する。



内部構造の推定例

コアエリア

全行動圏の中で、相対的に利用率
の高い範囲（周年の生活の基盤とな
る範囲）。１年間を通じてよく利用する
範囲

繁殖テリトリー

繁殖期に設定・防衛されるテリトリー
（ペア形成・産卵・育雛のために必要
な範囲であり、繁殖期に確率されるテ
リトリー）

幼鳥（巣立ち雛）の行動範囲

巣立ち後の幼鳥が独立できるまで
の行動範囲

行動圏内部構造の定義は「クマタカ・その保護管理の
考え方(2000、クマタカ生態研究グループ）」に従った。



調査結果について

「平成１２年度 紀伊丹生川流域環境調査（鳥類調
査）業務」の調査結果（報告書）は、紀伊丹生川ダム調
査事務所で閲覧できます。


